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「
将
来
の
夢
」

小
学
生
の
下
野
ユ
ウ
コ
さ
ん
は
、

春
休
み
に
乗
っ
た
電
車
の
運
転
士

が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

ユ
ウ
コ
「
マ
マ
、
運
転
士
さ
ん
が

女
の
人
だ
ね
。
カ
ッ
コ
イ
イ
ね
。」

マ
マ
「
電
車
の
運
転
士
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
女
性
が
ふ
え
て
い
る

わ
ね
。」

ユ
ウ
コ
「
お
友
達
の
タ
ロ
ウ
く
ん

は
小
さ
な
子
ど
も
が
好
き
で
、
保

育
士
さ
ん
に
な
り
た
いっ
て
言
っ
て

た
よ
。
私
は
運
転
士
に
な
り
た
い

な
。」

マ
マ
「
少
し
ず
つ
、
女
性
だ
か
ら
、

男
性
だ
か
ら
と
い
う
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
希
望
す
る
仕
事
が
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
ね
。」

◇　

◇　

◇

以
前
は
、
電
車
や
タ
ク
シ
ー
、

バ
ス
の
運
転
手
は
多
く
が
男
性
の

仕
事
、
保
育
や
看
護
に
つ
い
て
は

多
く
が
女
性
の
仕
事
と
み
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
１
９
８
６
年
に
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て

以
降
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の

就
職
先
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
使
わ
れ

る
金
融
商
品
に
は
、
未
公
開
株
、

社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、
権
利
取
引
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
話

題
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
高
齢
者

が
興
味
や
関
心
を
持
ち
そ
う
な
事

業
、
新
し
く
て
将
来
性
の
あ
る
事

業
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
り
そ
う

な
事
業
な
ど
が
、
詐
欺
的
な
投
資

勧
誘
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
将
来
有
望
な
会
社
で
す
」「
必

ず
も
う
か
り
ま
す
」「
○
○
市
の

方
限
定
で
申
し
込
み
可
能
で
す
」

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
ま
す
。

「
今
だ
け
」「
特
別
に
」
な
ど
の
甘

い
言
葉
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
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南
河
内
地
区
仁
良
川
の
満
福
寺

に
あ
る
ツ
バ
キ
は
、
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
バ
キ
は
、
推
定
樹
齢

3
0
0
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

満
福
寺
は
照
月
山
・
阿
弥
陀
院
・

真
言
宗
智
山
派
で
す
。
鎌
倉
時
代

の
中
期
に
、
慈
猛
上
人
が
下
野
国

薬
師
寺
の
座
主
と
な
り
、
西
根
に

満
福
寺
を
開
創
す
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
1
6
9
7

年
（
元
禄
10
）
に
仁
良
川
村
結
城

街
道
に
移
転
さ
れ
現
在
に
い
た
り

ま
す
。
隆
盛
時
に
は
、
門
末
16
か

寺
を
有
し
、
中
本
寺
と
称
せ
ら
れ

ま
し
た
。
本
尊
は
大
日
如
来
で
す
。

ツ
バ
キ
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
満
福
寺
で
初
春
に
開
花
す

る
ツ
バ
キ
を
観
て
心
を
癒
し
ま
し

ょ
う
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ま
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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1
6
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詐
欺
的
な

投
資
勧
誘
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
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国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

２
月
号
掲
載
「
下
野
市
ふ
る
さ

と
か
る
た
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

• 

見
出
し「
今
月
は「
え
」で
す
。」

は
、「
今
月
は「
か
」で
す
。」の

誤
り
で
す
。

• 

本
文
文
頭
「
小
金
井
一
里
塚

は
、」
は
誤
記
で
す
。

• 

本
文
２
〜
３
行
目
「
慶
安
年

中（
１
９
４
８
〜
１
６
５
２
）」

は
、「
慶
安
年
中（
１
６
４
８
〜

１
６
５
２
）」
の
誤
り
で
す
。

• 

本
文
15
行
目「
開
運
寺
」は「
開

雲
寺
」
の
誤
り
で
す
。

正しい札

結
婚
し
た
女
性
の
96
％
以
上
は

夫
の
氏
に
し
、
夫
婦
の
代
表
は
夫

で
あ
る
と
い
う
考
え
や
、「
男
は
主
、

女
は
従
」
と
す
る
性
別
役
割
意
識

が
日
本
の
社
会
に
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
考
え
の
夫
は
、
家

庭
内
で
自
分
が
優
先
さ
れ
て
当
然

と
考
え
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
妻

が
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
思
う
よ
う
で
す
。
実

際
に
、
Ｄ
Ｖ
の
多
く
が
、
こ
う
し

た
性
別
役
割
意
識
に
よ
る
不
満
を

理
由
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
夫
婦
間
で
の
暴
力
は
当
た
り

前
。
妻
は
我
慢
し
た
り
、
夫
を
怒

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
意
識
は
、
社
会

全
体
の
問
題
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
D
V
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

「
夫
婦
間
の
意
識
の

　
違
い
に
よ
っ
て
…
」


